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今号の紙面から

◇男女平等参画都市宣言
◇非核平和都市宣言
◇青少年健全育成都市宣言
◇交通安全都市宣言

市の宣言
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町田市民文化祭のお知ら
せ
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５面
菊花展が開催されます

２面
駅前放置自転車クリーン
キャンペーンを実施しま
す

町
田
市
保
育
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会

町
田
市
保
育
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会

市
長
へ
報
告
書
を
提
出

市
長
へ
報
告
書
を
提
出

　

２
０
１
２
年
４
月
に
開
校
予
定

の
市
立
小
山
中
学
校
（
小
山
ヶ
丘

１
―
２
―
４
）
の
新
築
工
事
着
工

式
が
、
建
設
予
定
地
で　

月
５
日

１０

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
学
習
環
境
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
よ
う
な
学
校
と
し
て
計

画
し
ま
し
た
。

　

開
校
ま
で
長
期
の
工
事
と
な
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

構
造
及
び
規
模

○
敷
地
面
積　

２
万
６
１
４
８
・

　

㎡
９１○

構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

一
部
鉄
骨
造
、
地
上
５
階
建
て

○
建
築
面
積　

３
７
０
９
・　

㎡
５９

○
延
床
面
積　

１
万
１
６
６
７
・

　

㎡
９８

　

町
田
市
保
育
サ
ー
ビ
ス
検
討
委

員
会
が
報
告
書
を
ま
と
め
、　

月
１０

７
日
に
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
委
員
会
は
、
町
田
市

に
お
け
る
子
育
て
支
援
事
業
を
一

層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
地
域
の
拠
点

施
設
と
し
て
位
置
付
け
る
構
想
を

柱
と
し
て
、
公
立
保
育
園
の
運
営

の
最
適
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
提
出
さ
れ
た
報
告
書
は
、

７
月
か
ら
全
４
回
の
検
討
を
重
ね

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
会
議
の
開

催
経
過
と
報
告
事
項
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
の
報
告
書
を
受
け
て
、
市
で

は
よ
り
積
極
的
な
子
育
て
支
援
の

充
実
に
向
け
た
具
体
的
な
計
画
策

定
を
行
う
予
定
で
す
。

問
子
育
て
支
援
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
３
７
返
７
２
４
・
１
１
６
０

検
討
委
員
会
の
報
告
事
項

○
地
域
全
体
で
の
子
育
て
支
援

の
充
実
に
つ
い
て

○
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
に
つ
い
て

○
町
田
市
で
求
め
ら
れ
る
子
育

て
支
援
機
能
の
充
実
に
つ
い
て

○
公
立
保
育
園
民
営
化
の
留
意

点
に
つ
い
て

　

町
田
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
白

洲
正
子
は
、
今
年
で
生
誕
１
０
０

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
戦
禍
を
逃
れ
て
鶴

１８

川
村
能
ヶ
谷
（
現
・
町
田
市
能
ヶ

谷
）
に
移
り
住
ん
だ
正
子
は
、「 
武 ぶ

 
相  
荘 
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
自
宅
で

あ
い 
そ
う

執
筆
に
い
そ
し
み
、
多
く
の
文
人

た
ち
と
交
わ
り
な
が
ら
、
鶴
川
で

　

年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し

５５て
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
感
性
と
独
自

の
視
点
に
よ
っ
て
日
本
文
化
を
見

直
し
、
日
本
古
来
の
美
の
世
界
を

作
品
に
表
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
愛
用
の
品
々
や
自

筆
原
稿
約
１
５
０
点
と
と
も
に

「
随
筆
家
・
白
洲
正
子
」
の
軌
跡

と
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

対
談

【
随
筆
家
・
白
洲
正
子
の
素
顔
】

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１１

２７

２
時
～
４
時

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館

○
講
師　

武
相
荘
館
長
・
牧
山
圭

男
氏
、
国
文
学
研
究
者
・
青
柳
恵

介
氏

○
定
員　

１
０
０
人
（
申
し
込
み

順
）

○
申
し
込
み　
　

月　

日
午
後
１

１０

２１

時
か
ら
電
話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー（
辺辺
７
２
４
・
５
６
５
６
）

へ
。

朗
読
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

【
①
朗
読
で
味
わ
う
白
洲
正
子
の

世
界
】

○
日
時　
　

月　

日
（
金
）
午
前

１１

１２

　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

○
朗
読　

ま
ち
だ
語
り
手
の
会 

【
②
こ
と
ば
で
奏
で
る
「
か
く
れ

里
」】

○
日
時　
　

月
４
日
（
土
）
午
後

１２

２
時
～
３
時

○
朗
読　

土
井
か
つ
惠
氏

※
ハ
ー
プ
演
奏
・
赤
﨑
敬
子
氏

◇

○
会
場　

同
館
２
階
大
会
議
室

○
定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

８０

講
座

【
自
筆
原
稿
で
読
む
白
洲
正
子
】

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１２

１６

２
時
～
３
時　

分
３０

○
会
場　

同
館

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１

人
１
枚
）
に
催
し
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を
明
記
し
、

　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
同
館

１１

２６

（
〒　

―
０
０
１
３
、
原
町
田
４

１９４
―　

―　

、
辺辺
７
３
９
・
３
４
２

１６

１７

０
）
へ
。

文
学
散
歩

　

３
㎞
程
度
歩
き
、
現
地
解
散
し

ま
す
。
ル
ー
ト
等
詳
細
は
追
っ
て

参
加
者
に
通
知
し
ま
す
。

【
①
正
子
が
歩
い
た
三
輪
】

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１１

１８

１
時
～
４
時

○
集
合
場
所　

小
田
急
線
鶴
川
駅

※
希
望
者
に
は
午
前
中
に
武
相
荘

を
案
内
し
ま
す
。

【
②
正
子
が
歩
い
た
「
東
京
の
坂

道
」】

○
日
時　
　

月　

日
（
金
）
午
後

１２

１０

１
時
～
４
時

○
集
合
場
所　

地
下
鉄
有
楽
町
線

永
田
町
駅

◇

○
定
員　

各　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

交
通
費
等

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１

人
１
枚
）
に
催
し
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を
明
記
し
、

①
は　

月
５
日
、
②
は　

月　

日

１１

１１

２６

ま
で
（
必
着
）
に
同
館
（
〒　

―
１９４

０
０
１
３
、
原
町
田
４
―　

―
１６

　

、
辺辺
７
３
９
・
３
４
２
０
）
へ
。

１７学
芸
員
・
市
民
研
究
員
に
よ
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク

　

観
覧
券
を
お
持
ち
の
う
え
、
同

館
展
示
室
入
口
へ
お
い
で
下
さ

い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）、　

１１

１３

１６

日
（
火
）、　

日
（
火
）、　

月　

３０

１２

１１

日
（
土
）、　

日
（
火
）、
各
日
と

１４

も
午
後
２
時
～
３
時

●南多摩斎場南多摩斎場多摩境通り

多摩境通り
小山ケ丘一丁目小山ケ丘一丁目

小山中学校
建設場所
小山中学校
建設場所

至多摩境駅至多摩境駅

町田市立小山中学校
案内図 至町田至町田

馬場

町田街道
町田街道
◯文

小山小学校小山小学校
〶

至相原至相原

小山

□問
辺辺

教育総務課教育総務課
７２４・２１７２ 返７２４・１１９７７２４・２１７２ 返７２４・１１９７

市立小山中学校新築工事の
　　　着工式が行われました
市立小山中学校新築工事の
　　　着工式が行われました

○
会
期　
　

月
３
日
（
祝
）
～

１１

　

月　

日
（
日
）

１２

１９

○
観
覧
時
間　

午
前　

時
～
午

１０

後
５
時
（　

月　

日
、　

月　

１１

１９

１２

１７

日
は
午
後
８
時
ま
で
）

○
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、　
１１

月　

日
（
木
）、　

月
９
日
（
木
）

１１

１２

○
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
、

大
学
生
・　

歳
以
上
２
０
０

６５

円
、
高
校
生
以
下
無
料

※
初
日
・
最
終
日
は
無
料
。

町田市民文学館

生
誕
100
年

生
誕
100
年

「
随
筆
家
・
白
洲
正
子

町田市民文文学館
「
随
筆
随
筆
家家
・・

町田市民文
「
随
筆
随
筆
家家
・・

」展」展

□問
辺辺
７
３
９
・
３
４
２
０ 

返
７
３
９
・
３
４
２
１

７
３
９
・
３
４
２
０ 

返
７
３
９
・
３
４
２
１

７
３
９
・
３
４
２
０ 

返
７
３
９
・
３
４
２
１

　原町田大通り（都市計画道路３・４・１１号線）沿いの町田
東急ツインズＷＥＳＴ前のバス停に屋根が設置されました。
屋根は幅２．４ｍ、長さ約５９ｍです。
問都市計画課辺辺７０９・０６１４ 返７０９・０５９８

能面「老女」の傍にたたずむ
白洲正子　武相荘提供

「鶴川日記」家蔵本

原町田大通り沿いのバス停に屋根が設置されました

完成予想図


